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「感染症の基礎知識」

大阪市 令和 ７ 年度 動物取扱責任者研修会

公立大学法人大阪大阪公立大学
獣医学研究科
笹井 和美

※注：令和５年度の講義内容です

2

感染症とは

腸管出血性大腸菌
レプトスピラ など

インフルエンザウイルス
狂犬病ウイルス など

アニサキス
ヒゼンダニ など

白癬菌 など

環境中に存在する病原体

全身

発熱・発汗、悪寒、倦怠感
関節痛、筋肉痛など

鼻・のど

鼻水、鼻づまり、くしゃみ、
咳、咽頭痛

皮膚・粘膜

発疹、かゆみ、水ほう、
発赤、浮腫など

腹部

腹痛、下痢、吐き気、
嘔吐など

感染症の主な症状

新型コロナ
ウイルス

新型コロナウイルス画像（国立感染症研究所ホームページ:
https://www.niid.go.jp/niid/ja/multimedia.html ）を加工して作成

それぞれの感染症で何か違うところは?

インフルエンザはしか

犬の
フィラリア症

狂犬病

新型コロナウイ
ルス感染症

色々ありますので、感染する宿主（人・動物など）
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それぞれの感染症で何か違うところは?
インフルエンザ

(約70年以上に1回)
はしか

犬の
フィラリア症

狂犬病

新型コロナウイ
ルス感染症

人から人へ
感染する

動物から動物へ
感染する

動物 ⇔人へ
感染する

動物 ⇔人へ
感染する

人と動物の共通感染症
（ズノーシス、以後共通感染症）
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眼及び付属器の疾患

血液および造血器の疾患

皮膚および皮下組織の疾患

精神および行動の障害

耳および乳様突起の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

神経系の疾患

内分泌、栄養および代謝疾患

腎尿路生殖器系の疾患

損傷、中毒およびその他の外因の影響

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

新生物

循環器系の疾患

感染症病気の種類

万人
厚生労働省（2020年1月～12月）

心臓病・高血圧など
ガンなど

感染症は、全体の1.4%
（１００人に1.4人）

骨折など

日本

「人口動態調査」
（厚生労働省:
https://www.mh
lw.go.jp/toukei/li
st/81-1a.html）
を加工して作成

７０才以下で死亡した人

世界保健機関（WHO)

NCDs
（非感染性疾患）

権利の都合により表示できません。

世界
全体の34%
（１００人に34人）が「
感染症・周産期・栄
養不全」による死亡

※ 世界保健機関（WHO）が作成した2016年の世界での死因（70歳以下）別割合の図。
「感染症・周産期・栄養不全」による死亡が34％で最も多く、「外傷」が14％、「心
血管疾患」が11％、「がん」が8％などとなっている。

https://graphtochart.com/health/japan-cause-of-death-by-non-communicable-diseases.php
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感染症全体の75%は、共通感染症

未知の病原体が国内外で突発的に発生します

特に狂犬病と皮膚病以外は動物自身は症状を示さ

ないことが多いため危険度が増し、問題となります
8

動物から人へ 人から動物へ
感染する共通感染症について
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これからお話させていただく病気について

レプトスピラ症
重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
狂犬病
皮膚真菌症
トキソプラズマ
コリネバクテリウム ウルセランス感染症
カプノサイトファーガ感染症

関係官庁からの通達等や近々にマスコミ報道があった病気

寄生虫

細菌
ウイルス

感染症の原因は？

真菌（カビ）

サルモネラ

病原性大腸菌

アニサキス

権利の都合により表示で
きません。

※ SFTSウイルスの
電子顕微鏡画像

狂犬病ウイルス コロナウイルス

権利の都合により表示
できません。

※ 犬のフィラリアの
顕微鏡写真

犬のフィラリア

ウェルシュ菌

腸炎ビブリオ

食中毒菌

病原体

「食中毒」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/
shokuhin/syokuchu/index.html（☆☆☆））を加工して作成

国立感染症研究所ホームページ（
https://www.niid.go.jp/niid/ja/encycropedia.html#SA （☆）、
https://www.niid.go.jp/niid/ja/multimedia.html （☆☆））を加工し
て作成

☆☆☆

☆☆☆

☆

☆
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感染が起こるために必要な3つの条件

「健康な生活を送るために（高校生用）」（
文部科学省:
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/
hoken/08111805.htm）を加工して作成

「動物由来感染症」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite
/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-
kansenshou18/index.html）を加工して作成

12

感染が起こるために必要な3つの条件
重症熱性血小板減少
症候群（SFTS）

レプトスピラ
「動物由来感染症」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenko
u/kekkaku-kansenshou18/index.html）を加工して作成
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13

感染が起こるために必要な3つの条件
「動物由来感染症」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite
/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-
kansenshou18/index.html）を加工して作成

14

「動物由来感
染症」（厚生
労働省:
https://ww
w.mhlw.go.j
p/stf/seisak
unitsuite/bu
nya/kenkou
_iryou/kenk
ou/kekkaku-
kansenshou
18/index.ht
ml）を加工
して作成

2025年度版
が発行されて
います

15

感受性宿主とは
インフルエンザ感染におけるリスク要因

65歳以上の高齢者 乳幼児 妊婦

腎臓機能障害 糖尿病などの代謝性疾患
免疫機能不全

慢性呼吸器疾患 慢性心疾患

16

狂犬病

ヒト・犬・猫・コウモリ
などの全てのほ乳類から
感染
症状がでるとほぼ100％
が死亡
全世界で毎年7万以上の人
が死亡している
動物の種類により見た目
の症状がちがう

最初は、かぜような症状

共通感染症

X

X
X
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感受性宿主とは

「令和4年度 鳥インフルエンザに関する情報について」（農林水産省:
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/220929.html）を加工して作成

更新日:
令和5年7月25日

鳥インフルエンザは
容易に人には
感染しません

18

今シーズン国内1例目の高病原性鳥インフルエンザ
美唄で死んだカラスから高病原性鳥インフルエンザ確認 今季初

「報道発表資料」
（環境省:
https://www.env
.go.jp/press/111
118_00102.html
）を加工して作成

19

「鳥インフルエンザ対策」（首相官邸ホームページ:https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/tori_influ.html）を加工して作成

鳥インフルエンザ対策

20

「新型インフルエンザ等対策」
（内閣官房ホームページ:
https://www.cas.go.jp/jp/infl
uenza/backnumber/kako_11.
html）を加工して作成

インフル
エンザ
ウイルス
の宿主域

17 18

19 20
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21
「報道発表資料」（環境省: https://www.env.go.jp/press/110892.html）を加工して作成

哺乳類で国内初確認 北海道のキタキツネ 新型コロナウイルス

権利の都合により表示できません。

※ ベルギーで飼い主から猫にコロナ感染が確認
されたという新聞記事
2020年3月28日

権利の都合により表示できません。

※ アメリカで犬への新型コロナウイルス感染
が確認されたというインターネットニュー
ス記事
2020年4月29日

権利の都合により表示できません。

※ ニューヨークの動物園でトラとライオン計8
頭が新型コロナウイルスに感染したというイ
ンターネットニュース記事
2020年4月24日

権利の都合により表示できません。

※ オランダでミンクからヒトへ新型コロナウイ
ルスが感染した可能性があるというインター
ネットニュース記事
2020年5月21日

22

23

動物由来感染症の侵入防止対策

「動物由来感染症」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou18/index.html）
を加工して作成

予防

コロナウィルス

狂犬病ウィルス

国立感染症研究所ホームページ（ https://www.niid.go.jp/niid/ja/encycropedia.html#SA （☆）
、 https://www.niid.go.jp/niid/ja/multimedia.html （☆☆））を加工して作成

☆☆

☆

ワクチンの効果

ワクチン接種

免疫の働きでウイルス

を無効化する「抗体」

ができる

感染

ウ イ ル ス が

体内に入る

抗体がウイルス
を攻撃

発病しない、発病して

も軽傷ですむ

ワクチンを接種していない場合

感染

ウイルスが体

内に入る

発病

ウイルスが体

内に入る

抗体ができる

免疫の働きで「抗体」

ができる 回復

24
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これまでのワクチンとの最大の違い
生命の「設計図」使い、開発期間を短縮

コロナ
ウィルス

「新型コロナワクチン
Q&A」（厚生労働省:
https://www.cov19-
vaccine.mhlw.go.jp/q
a/0018.html）を加工
して作成

新型ワクチン

RNAを人工合成

従来型ワクチン

ウイルスを鶏卵や
細胞で増やす

25

国立感染症研究所
ホームページ（
https://www.niid.
go.jp/niid/ja/mul
timedia.html ）を
加工して作成

予防

コロナウィルス

京都大学 再生医科学研
究所 再生免疫学分野
河本宏研究室HP（
http://kawamoto.fronti
er.kyoto-
u.ac.jp/public/public_T
op.html）（☆☆） 26

国立感染症研究所ホーム
ページ（
https://www.niid.go.jp/
niid/ja/multimedia.html 
）を加工して作成（☆）

好中球

マクロファージ

病原体

食細胞

細菌に共通
した成分

細菌

共通成分を
認識できる分子

自然免疫の働き

B細胞

抗体

樹状細胞
獲得免疫の働き

ヘルパー
T細胞

情報 情報

指令

☆
☆☆

皮膚のバリアー機能

正常な皮膚 バリア機能が
低下した皮膚

27
28

コロナ重症化招く「免疫の暴走」

肺

１ 肺の中にウイルスが侵入

２ サイトカインを分泌

３ 免疫細胞が活性化

４
感
染
し
た

細
胞
を
攻
撃

５ サイトカインを過剰分泌
（サイトカインストーム）

６ 免疫細胞が過剰に活性化
（暴走）

正
常
な
細
胞
も
攻
撃

正常な細胞感染した細胞
ウイルス

サイトカインストーム

肺
炎
や
多
臓
器
不
全
な
ど

７
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最初に

狂犬病を除く、共通感染症は基本的に、子供
、高齢者、あるいは、抵抗力が落ちている人
に発症する
人も動物も、早期に適切な治療をうければ、
激しい症状は認められずに回復する
飼育動物のほとんどは健康で疾病の原因にな
る可能性は極めて低い

30

「動物由来感染症」（国立感染症研
究所:
https://www.niid.go.jp/niid/ja/ro
ute/vertebrata/1481-idsc/iasr-
topic/11810-516t.html）を加工し
て作成

「動物由来感染症」（国立感染症研究所:https://www.niid.go.jp/niid/ja/route/vertebrata/1481-idsc/iasr-topic/11810-
516t.html）を加工して作成

「動物由来感染症」（国立感染症研究所:https://www.niid.go.jp/niid/ja/route/vertebrata/1481-idsc/iasr-topic/11810-
516t.html）を加工して作成

29 30

31 32



2025/8/27

9

33

動物から人へ人から動物へ
感染する主な共通感染症について

① 初期に熱などの風邪ような症状が認められるもの
重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、狂犬病、トキソプラ
ズマ症、レプトスピラ症、回虫症、エキノコックス症など

② 皮膚に症状が認められるもの
皮膚真菌症、カイセン症、ノミ症など

③ 下痢、嘔吐などの消化器症状が認められるもの
クリプトスポリジウム症、ジアルジア症など（食中毒の間接
的な原因となるものも含む=サルモネラ・大腸菌・キャンピ
ロバクターなど） 2 42023年7月

34「監視伝染病の発生状況」（農林水産省:https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/kansi_densen/kansi_densen.html）を加工して作成

沖縄県

https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/vaccine/yobou/press/documents/20230912_leptospira.pdf

※注：令和５年度の講義内容です

レプトスピラ病
グラム陰性、好気性、ラセン状で細長く、両端が鉤状に屈曲し、大きさは 0.1 

× 6 - 20μｍである。活発な回転運動がみられる

人の他にも、牛、犬、馬、豚、めん羊などの家畜のみならず、ネズミ、キツネ、

サルなど

頭痛、発熱、元気消失、食欲不振、悪心など

症状が重くなれば血色素尿、粘膜出血、貧血、黄疸、筋肉弛緩など

大雨後の犬の散歩に注意

 ケガに注意

 大雨で河川が増水した後の湿った環境では危険性が高い

 予防注射もあるが、注意が必要

高熱
頭痛
寒気
筋肉痛
嘔吐

黄疸（皮膚や目
が黄色くなる）
赤い目
腹痛
下痢
発疹

熱
嘔吐
腹痛
下痢

食べることを拒否
する

重度の衰弱とうつ
病
剛性
重度の筋肉痛

子犬を飼うことが
できない

36
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35 36
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•熱
•嘔吐
•腹痛
•下痢

•食べることを
拒否する

•重度の衰弱と
うつ病

•剛性
•重度の筋肉痛

•子犬を飼うこと
ができない

https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/hok
en-chubu/kenko/documents/reputo.pdf

沖縄県
37

https://www.pr
ef.okinawa.jp/
site/hoken/hok
en-
chubu/kenko/d
ocuments/rep
uto.pdf

沖縄県

狂犬病
感染から発症まで、一般的には1～3カ月間程度(人）、2
週間～2カ月間程度（イヌ）
咬まれた後、数年後に発症した例もある
発熱、頭痛、倦怠感、筋痛、疲労感、食欲不振、悪心嘔吐、
咽頭痛、空咳等の風邪様症状ではじまる。
傷口を石鹸と水でよく洗い流し、狂犬病ワクチンと抗狂犬
病ガンマグロブリンを投与する。

日本での発生はない（海外で感染した例はある）

39

狂犬病
ヒト・犬・猫・コウモ
リなどの全てのほ乳類
が感染
発症後の死亡率はほぼ
100％
全世界で毎年１０万人
が死亡している
感染動物の種類により
見た目の症状が異なる
アライグマは感受性が
非常に高い

（2016年データ）

「狂犬病に関するQ&A」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou10/07.html）を加工して作成

「特定外来生物アライグマ」（環境省:
https://www.env.go.jp/）を加工して作成

40
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狂犬病
感染から発症まで、一般的には1～3カ月間程度(人）、2
週間～2カ月間程度（イヌ）
咬まれた後、数年後に発症した例もある
発熱、頭痛、倦怠感、筋痛、疲労感、食欲不振、悪心嘔吐、
咽頭痛、空咳等の風邪様症状ではじまる。
傷口を石鹸と水でよく洗い流し、狂犬病ワクチンと抗狂犬
病ガンマグロブリンを投与する。

日本での発生はない（海外で感染した例はある）

米国では、人が狂犬病にかかることはまれで、年間1～3例の報告し
かありませんが、毎年約6万人の米国人が、感染動物または感染疑いの
動物にかまれたり引っかかれたりした後、狂犬病感染を防ぐために曝露
後予防薬（PEP）を受けています。 41

狂犬病 風邪ような症状が認められるもの

2013年に52年ぶりに台湾で
イタチアナグマで発生

権利の都合により表示できません。

※ 台湾で野生のイタチアナグマが狂犬病に感染していたことが確
認されたというインターネットニュース記事
2013年7月

イタチアナグマ

「特定外来生物アライグマ」（環境省:https://www.env.go.jp/）を加工して作成

「狂犬病」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou10/）を加工して作成

「狂犬病に関するQ&A」（厚生労働省:
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou10/07.html）を加工して作成

43

人の感染経路の約99％が犬から

まとめ

• 狂犬病を除く、共通感染症は基本的に、子供、高齢
者、あるいは、抵抗力が落ちている人に発症する。

• 早期に適切な治療をうければ、激しい症状は認めら
れずに回復する。

• 動物における検査法が確率していない疾病
• 治療法が確率していない疾病
• 共通感染症であるかいなかが不明な疾病

早期に解決策が必要

44
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43 44
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ご静聴
ありがとう
ございました

45


